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研究成果の概要（和文）：アイルランド英語の性質を世界の英語諸変種の多様性と連続性においてみていくことによっ
て、接触による言語形成と変化、および地域に根づいた英語およびその土地にもともとある民族のことばに対する話者
の言語意識について考察した。アイルランド英語文法の動態的観点からの分析を基盤として、とくにカリブ地域のクレ
オールとの連続性の検討と、話者の言語意識の背景に重点をおいた研究を行った。

研究成果の概要（英文）：This project has examined the dynamism of Hiberno-English, contact-induced 
language formation and change, and speakers’ awareness towards the languages spoken in the community. 
The examination has been used for an investigation of the continuity in a variety of Englishes; the 
project has especially focused on the relationship between Hiberno-English and Caribbean Creoles. The 
background of sociolinguistic awareness has also been examined for its importance in the study of 
Hiberno-English from a dynamic perspective.

研究分野：接触言語学、社会言語学
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１．研究開始当初の背景	
 

	
 アイルランド英語(Hiberno-English)は一般
的にイギリス英語の地域方言であるととら

えられがちであるが、その言語事実は基層の

アイルランド語の影響を考えずには説明が

難しい。語彙的、音韻的な特徴に HE の固有
性がみられるだけでなく、テンス・アスペク

トおよび情報構造の表現に関する文法的対

立といった文法の根幹といえる部分に、標準

英語ないし他の英語変種と区別可能な体系

を見出すことができる (拙著 English in 
Ireland: Beyond the Similarities (2010))。 
	
 アイルランド英語は、その文法特性から、

クレオール研究や接触言語研究においても、

たびたび有用な事例として紹介されている

背景があり、本研究の前身の報告者の研究課

題「世界英語の一つとしてのアイルランド英

語の動態的研究」においては、世界の英語諸

変種との比較によってその位置づけを検討

してきた。社会やコミュニティにおける英語

の役割と機能に加え、英語ないし英語系諸変

種の定着を導いた植民地支配、奴隷貿易など

の社会歴史的背景およびそれらの英語の言

語的性質を検討していくなかで、社会言語的

類型、言語形成の生態系などの諸理論の参照

のもとに、クレオールを含めた他の英語変種

との比較、対照によって、社会的環境および

言語的条件と実際の言語的性質との関係性

を明らかにすることがつぎの課題であるよ

うに思われた。 
 
２．研究の目的  
 本研究は、アイルランド英語を中心として、
世界の多様な英語および接触言語変種との
連続性をみる試みである。世界の様々な地域
において英語の土着化がみられ、第二言語あ
るいはリンガフランカとしての英語の使用が拡
大しつつある現在の情勢を踏まえ、アイルラン
ド英語の研究をより広い文脈において展開す
る。 
 フィールドにおける言語調査に基づいてアイ
ル ラ ン ド 英 語 南 西 部 方 言 （ Southwest HE, 
SwHE）の動態的研究を充実させ、クレオール
や植民地英語を含めた他の英語変種との比
較と対照においてアイルランド英語の言語的
特性を明らかにすることにより、世界諸英語
(World Englishes)研究および接触の言語学
への事例的および理論的貢献をはかることを
目的とした。 
 
３．研究の方法  
	
 アイルランド英語の言語的性質に関して

は、現地にて言語話者の協力を得ながら言語

調査を行った。言語の実態と話者の言語意識

については、参与観察、インテンシヴ・イン

タビュー、アンケートなどの手法を用いるこ

とによって、考察の基盤を得た。 
	
 世界の諸英語、クレオールなどの個別言語

変種に関しては、学会や研究会において知見

を得つつ、できるかぎり網羅的な文献調査を

行った。言語接触の諸研究に関しても同様に

して文献等にあたり、アイルランド英語の言

語接触環境、言語的性質および話者の言語意

識における関連の詳細を検討した。 
	
 調査および考察の内容は、段階的に国際学

会等で研究発表を行うなどして、さらなる分

析を加えたり、必要な修正を施しながら、よ

り精緻な記述と考察につなげた。 
 
４．研究成果  
	
 本研究においては、アイルランド英語の性

質を世界の英語諸変種の多様性と連続性に

おいてみていくことによって、接触による文

法形成と変化、および地域に根づいた英語に

対する話者の言語意識を考察した。フィール

ド調査に基づいた、アイルランド英語の文法

の動態的観点からの分析を基礎として、他の

英語変種およびクレオールなどの接触言語

変種との関係性について検討した。とくにカ

リブ地域のクレオールとの連続性の検討と、

話者の言語意識の背景の調査に重点をおい

た。 
(1) アイルランド英語に関する調査  
	
 アイルランド共和国コーク市およびケリ

ー県において、アイルランド英語の文法と接

触言語的性質に関する調査、言語意識および

言語の実態に関するフィールド調査を行っ

た。これらは動態的な観点からのこれまでの

調査を発展的に継続するものである。さらに

本研究においては、アイルランド英語話者の

言語意識の背景の詳細を知るため、新たにア

イルランド語と英語の使用に関する調査に

も着手した。 
① 言語的性質に関する調査・記述 
	
 アイルランド英語にみるアイルランド語

からの借用語とアスペクトに関する表現に

関する調査を中心に行った（論文⑤、発表①
に関連）。 
② 言語コミュニティに関する調査・記述 
	
 アイルランド語をめぐる歴史的背景と現

代のアイルランド語使用の実態について調

査した（発表①に関連）。 
③ 言語意識に関する調査・記述 
	
 アイルランド英語の諸特徴に対する話者

の意識の詳細を検討した（学会発表⑤に関
連）。また、ひろく言語意識の背景をみてい

くため、アイルランド語および英語への意識、

アイルランドに起こった、アイルランド語か

ら英語への言語交替に対する見方などを知

るための質問を含む、言語とアイデンティテ

ィに関するアンケート調査を行った（論文②
に関連）。 
 
(2) 英語の多様性と連続性に関する考察  
① アイルランド英語と他変種の連続性 
	
 アイルランドの調査を基盤として、世界の



 

 

他英語変種との関連を検討した。とくにカリ

ブ地域の英語系クレオール諸変種との関係

について、言語特徴に基づいた具体的な分析

を行った。カリブ地域の英語諸変種は、アイ

ルランドからの強制労働者が 17 世紀半ばに
カリブに渡った史実とアイルランド英語と

共通の言語的特徴の存在が興味深い。本研究

期間中においては、両英語に共通する do be 
V-ing をもとに、どのような連続性があるの
か、共通の言語特徴はなぜうまれたのかを考

察した（論文③、論文⑤に関連）。 
② アイルランド英語の理論的位置づけ 
	
 他英語変種、クレオールを含めた接触言語

変種との関連を、おもに共通の言語特徴と接

触環境に焦点をあてて検討し、アイルランド

英語の理論的貢献について可能性を検討し

た（学会発表④に関連）。 
 
(3) 接触による言語変化と言語意識に関
する考察  
	
 アイルランド英語の形態・統語法に関する

分析から、文法体系形成の自律性とアイデン

ティティなどの社会的要因の影響の関わり

について考察した。 
	
 言語とアイデンティティに関しては、関連

諸研究の成果を検討したうえで、みずからの

アンケート調査の回答をもとにアイルラン

ド英語の文法特徴に対する不使用評価の要

因を分析し、民族的アイデンティティの関係

性について考察した（論文④に関連）。 
	
 本研究ではとくに、アイルランド英語の動

態的研究の基盤として、話者の言語意識（こ

れまでの報告者の研究で例証してきた

「Irishness意識」と「Standard意識」）に関す
る考察に重点をおいた。アイリッシュネスの

意識についてその詳細をみるとともに、背景

にあるアイルランド語の存在について現地

にて調査を行い、言語意識と言語使用との理

論的考察を導いた（論文①、学会発表③に関
連）。 
 
(4) 英語変種の多様性と言語教育への適
用  
	
 アイルランド英語を含めた多様な英語

（World Englishes研究における知見）および
ことばのバリエーションをめぐる研究（社会

言語学の知見）が、大学など高等教育機関に

おける言語教育にどのように役立てること

ができるかに関して、みずからの実践例を紹

介し、成果の一部を明らかにした（学会発表

②に関連）。 
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